
 

 

 

 

 

 

 

 

   
3 月を迎え、1 年間のまとめを十分に行い次年

度の準備をしております。特に 3 年生は笹塚中で
の3年間の生活に想いを馳せながら後輩たちに背
中で範を示しつつ17日の卒業式に向けて 1日 1
日を丁寧に生活しています。今週末の 11 日（土）
には「１５祭」を実施します。「15 祭」では１・２年
生から 3 年生の卒業に向けた動画メッセージや蛍
川ビオトープのお披露目、餅つき、お神輿の商店街
練り歩き等を行います。現在、昇降口には「おやじ
の会」の皆さんが組み立ててくださったお神輿が
鎮座しています。おやじの会、PTA、地域の皆様等、
多くの皆様のご協力に感謝申し上げます。 
 
ネット・ゲームとの適切な付き合い方講演会 

 本校の重要課題であり、保護者の皆様も非常に
危惧されている生徒のネット・ゲームとの付き合い
方（学校評価において２．６の評価であり一番低い
値）についての講演会を3月2日に実施しました。
目的は「ICT機器の利用について、注意すべき点
についての知識を得ることにより、適切な判断をす
る際に役立てる。ICT機器の適切な利用について
自己理解を深め、正しい判断力を身に付ける。」で
す。講師は ネット・ゲーム依存予防回復支援
MIRA－ⅰ（ミライ） の公認心理師 臨床心理士 
社会福祉士 森山 沙耶 様にお願いしました。講
師から「自分を大切にするネット・ゲームの付き合
い方」というタイトルで①ネット・ゲーム依存とはど
ういうものか②脳への影響について…特に未成年
者は依存症に進行するスピードが速いこと、依存
が進むと快感を感じにくくなり、より強い刺激を求
め、長い時間のプレイ、より刺激の強いゲームを選
ぶようになること③ネット・ゲームのやりすぎによる
影響④依存症は回復できること⑤ネット・ゲームと
の付き合い方…付き合い方を考えるステップ…普
段の生活を振り返る（「できていること」と「直した
いこと」を考える→自分に合ったルールを決める
（使用時間・時間帯を決める、保護者と一緒に決
める、紙に書き出す→やり過ぎを防ぐ（〇外からの
きっかけを上手に断る、避ける〇イライラをなだめ
る、誰かに話してみる等きっかけになる気持ちを乗
り越える〇ネット・ゲーム以外の活動にかえてみる
〇感情とうまく付き合うコツ…不安・緊張・イライラ
を我慢しないで相談、心が疲れているときは人に
話す、ゆっくり休む、気分転換をする、ゆっくり呼
吸、歌を歌う等）→リアルの活動を増やす→まとめ
（今日からすぐにできることを具体的に書いてみよ
う） 

  
ポイントとして①自己肯定感を高めていく（小さ

な成功を積み重ねていくと、もっと自分を好きにな
れる）②いろいろな活動をバランスよく取り入れる
ことが大切③甘え上手になろう（一人で抱えずに
信頼できる人に頼ってみることも大切） 
 今回の講演が心に響いた生徒も多いですが、こ
の課題は重要課題と捉えていますので引き続き取
組を進めます。 
落語講座 
落語講座を実施しました。ねらいは「キャリア教

育の一環として、全校生徒が年度末に人生の先輩
の経験や苦労話を聞くことによって、これから先の
人生の生き方について考える機会とする。特に 3
年生は中学校を卒業して新たな道を進むにあたっ
ての糧とする。落語家の講演を聞くことによって、言
葉のもつ力を感じ、想像力・思考力等を養う契機と
する。落語を楽しむことによって話す喜びを感得し、
表現力等を醸成していく。」です。 
  落語は声色・声の調子・表情・所作、時には手
ぬぐいや扇子を使って表現する芸術です。話芸・噺
家と言われるように声だけで言葉だけで情景があ
りありと分かるという素晴らしい伝統芸能です。 
 立川流立川こはる様は「狸の札」を立川寸志様
は「猫と金魚」を演じてくださいました。体育館内は
落語家の本物の芸に大いに笑い、その表現力に圧
倒的されました。質問コーナーでは生徒から「①落
語家の方の表現力はどのようにして身につけられ
たのか。②一番苦労したことは？③落語はいつの
時代の話ですか。④落語家になることをご両親や
ご家族は反対されなかったのですか。」これらの質
問にも丁寧に答えていただき、感動的な落語講座
となりました。来校いただいた保護者・地域の皆様、
座布団と毛氈を貸していただいた地域の皆様、ご
協力いただいた PTA の皆様、ありがとうございま
した。 
次年度の取組 
現在、次年度の教育課程の編成を進めておりま

すが、次の３点を本校の特色として推進してまいり
ます。引き続きご協力のほどよろしくお願いします。 
①ICT教育推進校として、積極的に ICTを活用

した授業改善を追究②令和５・６年度東京都人権
尊重教育推進校として、人権を尊重する基本的な
精神を養うとともに人権課題への正しい理解と認
識の深化③地域運営学校として、地域連携活動を
通して課題・問題意識をもって解決の方策を考え、
地域貢献意識を醸成 
 

笹 塚 中 だ よ り  
渋谷区立 笹塚中学校（令和５年３月９日発行）     校長 片山 富子 



 

 

令和４年度 学校評価について 
 学校アンケートの集計を踏まえ、学校運営協議会におきまして学

校関係者評価を実施しましたので報告いたします。 

 多くの保護者、地域の皆様から頂戴いたしましたご意見、評価を

真摯に受け止めまして令和５年度の教育課程をより良く編成して

まいります。次年度も保護者、地域の皆様のご支援をお願いいたし

ます。 

＜令和４年度 学校関係者評価結果＞              学校運営協議会で生徒の意見発表 

評価項目 学校自己評価 学校関係者評価 

重点目標 取組 成果 取組 成果 

(1)新たな学びの実現 

①生徒の学ぶ意欲を醸成する。 

②ICTを効果的に活用した学び合いのある授業を推進する。 

③探究的な学びのある総合的な学習の時間（シブヤ科）を充実させる。 

 

B 

 

C 

 

A 

 

B 

(2)安全・安心に挑戦できる環境 

①いじめ問題への意識を高くし、未然防止に努める。 

②すべての生徒が、安心して挑戦できる環境づくりを構築する。 

③危険を予測し回避し、社会の安全に貢献できる資質や能力を育成する。 

 

A 

 

B 

 

A 

 

B 

(3)校務ＤＸ(働き方改革) 

①業務を効率化する。 

②会議等を精選する。 

③ペーパーレス化を推進する。 

 

A 

 

B 

 

A 

 

A 

(４)家庭・地域との協働 

①コミュニティ・スクールの特性を生かして、学校運営を向上させる。 

②ＰＴＡや地域と連携し深い学びを実践する。 

③地域行事の参加を通して、未来社会を担う生徒を育成する。 

 

A 

 

A 

 

A 

 

A 

(５)特色ある教育活動 

①渋谷区 ICT教育推進校として教育活動における ICTの活用を推進する。 

②デジタル・チズンシップ教育の充実を図る。 

③日本の伝統的な文化「稲作体験」を実践する。 

④生徒の主体的な活動を推進する。 

 

A 

 

B 

 

A 

 

B 

学校自己評価：A＝十分達成できた B=おおむね達成できた C=未達成 

学校関係者評価：A＝適正である B=おおむね適正である C=適正ではない 

 

 

１年生がシブヤ科・キャリア学習で考案した牛丼を     ボウリング体験学習         笹塚なかよし食事会 

給食でいただきました。 



 

 

スキー移動教室 
 ２年生は、新潟県妙高市でスキ

ー移動教室を実施しました。初め

ての宿泊行事に緊張しながらもス

キーの講習を受け、成就感を味わ

うことができました。 

 

ビオトープづくり 

 地域の方々と協働して、順調にビオトープづくりも進んでいます。３月１１日にお披露目です。 
笹塚中学校ビオトープの会  http://www.sasabio.info/ 

生徒表彰 
＜ボウリング部＞ 

●東京都知事杯争奪 グローバル東京２０２３ボウリングトーナメント 城南地区予選会● 

【予選通過】 安達 果歩   貞包 恵怜那 ・・・２名とも本戦出場 

 

３月の生活目標 

 感謝の言葉を伝える 

 １年間を振り返り、自分の成長を支えてくれた人に、感謝の言葉を伝えよう。 

３月の安全目標 

・スマホトラブルに巻き込まれないよう、マナーや使用時間のルールを守って使おう。 

・公共の場、公共交通機関でのふさわしい態度やマナーを身に付けよう。 

・家庭内の「地震そのとき ３ない心得」を確認しておこう。 

 “物が「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」” 



 

 

３月・４月の主な行事予定 

３月 ４月 
日 曜 行     事 日 曜 行     事 

１ 水 校内研修会 １ 土  

２ 木 避難訓練 デジタルシチズンシップ学習 ２ 日  

３ 金 校外学習(３) ３ 月  

４ 土  ４ 火  

５ 日  ５ 水 春季休業日終 

６ 月 
全校朝礼 安全指導 ３年特別時間割始 

普通救命救急講習(１) 
６ 木 

前期始業式 

７ 火 ボウリング体験(３) ７ 金 第７５回入学式 

８ 水 落語講座 専門委員会 ８ 土  

９ 木 フェンシング体験(３) ９ 日  

10 金 Tokyo Global Gateway (１) 10 月 
全校朝礼 安全指導  

新入生歓迎会 給食始 

11 土 土曜授業 十五祭 11 火 専門委員会 教育実習(1)始 

12 日  12 水  

13 月 生徒会朝礼 13 木  

14 火 ボウリング体験(１) 14 金 避難訓練 

15 水 卒業式予行 15 土  

16 木  16 日  

17 金 第７５回卒業式 17 月 生徒会朝礼 前期認証式 

18 土  18 火 全国学力学習状況調査(3) 

19 日  19 水 専門委員会 

20 月  20 木 眼科検診 

21 火 春分の日 21 金  

22 水 一斉清掃 22 土 
土曜授業 もみ蒔き(1)  

保護者会 学校運営協議会① 

23 木 
保護者会 給食終 午前授業 

ボウリング体験(２) 
23 日 

 

24 金 修了式 午前授業 24 月 運動会練習始 腎臓検診１次 

25 土  25 火 耳鼻科検診 

26 日  26 水 午前授業 給食有 

27 月 春季休業日始 27 木 内科検診  

28 火  28 金  

29 水  29 土  

30 木  30 日  

31 金       今年度もありがとうございました。 

※行事は変更になる場合がございますので、本校ホームページでご確認ください。 


